
 

 

交渉の議事要旨 

 

【開催日時】 

 令和６年９月１０日（火） １３時３１分～１４時２５分（５４分間） 

 

【開催場所】 

 函館開発建設部 ２階会議室 

 

【出席者】 

 当局（函館開発建設部） 

  岡下  淳（部長） 

 亀谷 隆弘（次長（総務）） 

太村 匡伸（総務課長） 

 

 職員団体（全北海道開発局労働組合函館支部） 

  佐藤  豪（執行委員長） 

河江 亮一（副執行委員長） 

 

【議題】 

 「２０２５年度勤務条件改善に関する要求書」 

 超過勤務の縮減について 

職員の健康安全管理について 

ハラスメントが行われない職場環境の整備について 

 

【要求書に対する回答】 

 要求書のうち、取り決めた交渉議題について回答（※別紙のとおり） 

 

【発言概要】 

（職員団体） 

春闘以降からの超過勤務の実態について、特定の職員に超過勤務が集中してい

るかどうかを確認したい。月４５時間以上の超過勤務を行った職員、2 ヶ月以上

連続した職員はいるのか。 



 

（当局） 

  春闘以降、月４５時間を超えて超過勤務を行った職員はおり、その中で最高３

ヶ月連続となった職員が若干名いた。 

 

（職員団体） 

  ２ヶ月以上連続した職員の超過勤務の理由は把握しているのか。 

  業務の平準化に向けて、どのように対応しているのか。 

 

（当局） 

  超過勤務についての理由は把握しており、管理者としても業務分担の見直しや

応援体制といった業務の効率化・平準化について検討や対策を行っている。引き

続き管理者を指導していきたい。 

 

（職員団体） 

  一般定期健康診断や、人間ドック等で再検査になった人について、どのような

対応を行っているのか。 

 

（当局） 

  再検査に該当した職員に対しては、健康管理主任者から受診の勧奨を行ってい

る。引き続き、職員の健康管理に努めるよう管理者を指導していく。 

 

（職員団体） 

  ハラスメントについて、受けた本人や第三者から相談員に相談された事例はあ

るのか。 

 

（当局） 

部としてハラスメントに関して相談員が相談を受けたという事実は把握してい

ない。良好な職場環境づくりに引き続き努めていく考えである。 

 

 

 

 

※文責は函館開発建設部当局（相手方未確認。今後修正があり得る。） 






